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第１章　2019年春のWIDE合宿運営に関する報告

1.1　概要

本文書では、2019年12月22日（土）から2019年12月23

日（日）にかけて東京大学で開催されたWIDE研究会、及び

2019年3月5日（火）から2019年3月7日（木）にかけて静岡

県THE HAMANAKOにて開催されたWIDE2019年春合宿に

ついて報告する。

1.2　研究会プログラム

2018年12月に開催されたWIDE研究会は、「Designing next 

generation WIDE network」を標題に掲げ開催した。WIDE

のバックボーンネットワーク再構築へ向けて、そのデザイ

ンと運用がどうあるべきかを議論する趣旨である。そのた

め、テストベッドやネットワークの自動化などの分野で

の最新動向に関するセッションを軸とするプログラム構

成とした。以下に示す基調講演1件、招待講演2件に加え、

WIDEのバックボーンネットワーク再構築についての議論

セッション、また6件のBoFと6件のポスター発表を行なっ

た。

· 基調講演: AI・機械学習を活用した異常検知技術と事例の

ご紹介

  - 発表者: 榎並利晃、藤原和成（ブレインズテクノロ

ジー）、松山信仁（アラクサラネットワークス）

· 招待講演1: 第五世代移動通信（5G）がもたらす社会の変

革と研究開発の現状

  - 発表者: 中尾彰宏（東京大学）

· 招待講演2: Network infrastructure & management of 

Huawei Clouds

  - 発表者: Xie Baoshu, Zheng Wei（Huawei）

1.3　合宿プログラム

2019年3月 に 開 催 さ れ たWIDE合 宿 は、「Redesign and 

Reimplementation of WIDE Internet」と銘打ち、実験網と

してのWIDEインターネットの今後を議論することを目的

に開催した。

WIDEインターネットは、学術研究機関からのcommodity 

Internetへの接続を支えるバックボーン・ネットワークで

あると共に、研究活動の中で実装した成果物を実際に動

かしてPoCする基盤として、またバックボーン級のトラ

フィックの動態を解析する為の計測基盤としての役割を

併せ持っている。この様な"operational"で"experimental"な

学術系バックボーンの独自性を堅持し、且つその性質を活

かした自由で尖った研究を進める基盤として今一度WIDE

インターネットを再設計・再実装することをテーマに据え

た議論が展開された。

以下に示すプレナリセッション3件と研究発表セッション

1件を行った。また13件のBoFセッション，8件のポスター

発表，1件の研究発表を行なった。

· Plenary session（backbone security）

概要:前回合宿での議論に引き続き，今回の合宿でも

WIDEにおけるCSIRT活動のあり方について議論します．

特に今回のセッションではWIDEにおける組織間CSIRT

連携のあり方に着目します．まず，千葉大学シーサート

/伊藤忠シーサートの佐藤先生をお招きし，学術CSIRTと

企業CSIRTの違いにつき議論します．学術・企業といっ

た差を乗り越えて当たり障りのないインジケータ情報

等の共有から一歩踏みこんだCSIRT連携を実現すべく，

一定のトラストを前提とした皆で利活用できる脅威分

析情報のアーカイブや広域サンドボックス環境の構築
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1.4.1　合宿ネットワークにおける実験

本合宿ネットワークを利用した実験を募集し，以下の4件

の実験を実施した．

1. PhishFinder（担当：IIJ イノベーションインスティ

テュート島慶一）

NMLプロジェクト＊2で作成したフィッシングURL判定

プログラムを用いて、合宿ネットワークで観測される

URLをリアルタイム分類する

2. SNMP MIBを用いたネットワークトポロジ情報の取得

（担当：慶應義塾大学大学橋本大樹）

ネットワーク上のルータやスイッチからSNMPを用い

てIPアドレスやMACアドレス等のMIB情報を取得し，

それらの情報を基にネットワークトポロジをネット

ワークオントロジのインスタンスとして表現する．

3. Whitebox in WIDECamp Network（担当：KDDI川上秀

彦）

KDDIが開発したホワイトボックスルータを利用した

IP伝送試験

4. ネットワーク可視化（担当：アラクサラネットワーク

ス河野智彦）

アラクサラネットワークスが開発したセンサー・コレ

クタを用いた通信トラフィックの収集と可視化．

第２章　2019年5月WIDE研究会

2.1　研究会の実施概要

2019年5月のWIDE研究会は、5月10日（金）・11日（土）の

2日間を北陸で開催した。＊1本研究会ではWIDEの活性化

を狙いとして「実験力・実装力」をテーマとし、初日を\北

陸先端科学技術大学院大学（JAIST）"で、2日目を金沢の観

光地、近江町市場横に位置する\ITビジネスプラザ武蔵"で

開催した。2日目は特に、WIDEと北陸の研究開発者との

交流を図る目的からWIDE外部に対してオープンに参加を

を検討します．

· Plenary session（WIDEインターネット再設計）

概要:WIDEインターネットは，学術研究機関からの

commodityインターネットへの接続を支えるbackbone 

networkであると共に，研究活動の中で実装した成果物

を実際に動かして実証する基盤として，またバックボー

ン級のトラフィックの動態を解析する為の計測基盤とし

ての役割を併せ持っています．このセッションでは，昨

年12月研究会で実施した「WIDEインターネット再設計・

再実装」に関わる議論に引き続き，今後も自由で尖った

研究を進める基盤としてWIDEインターネットにどのよ

うな機能が必要となるかを広く議論したいと考えます．

· Plenary session（board plenary）

概要:3/4のボード合宿での議論を元にしたセッションを

開催します．

1.4　合宿ネットワーク

2019年 春 のWIDE合 宿 で は，Simple（ 誰 で も わ か

る）,Portable（どこでも出来る）,Resilience（何度でも蘇る）

をテーマに有線・無線によるインターネットアクセス提供

及び，各種IaC（Infrastructure as Code）ツールを利用した

サービス提供を行った．本ネットワークでは主に参加者

のインターネット接続を趣旨としたコモディティネット

ワークと，後述する実験用テストベットネットワークの二

つの役割を担う．

生活系ネットワークでは対外接続にNTT西日本フレッツ

閉域網を利用し，IPv6トンネリングによってWIDE-BB各

拠点（小松NOC・藤沢NOC・NTT大手町NOC）にマルチホー

ムに接続する主系と，DS-Lite（Dual Stack Lite）[?]を利用し

て商用ISPに接続する副系の2系統のインターネットアク

セスを提供した．また無線LANアクセス環境として，これ

らの二つの系統のSSIDのほか，国際組織間ローミングサー

ビス（Eduroam＊1）の提供も行った．

＊1 https://www.eduroam.org/
＊2 https://nml.ai/
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募った。また本研究会2日目の最後に、内閣官房情報セキュ

リティー補佐官を務める北陸先端科学技術大学院大学教

授の篠田陽一による特別講演を開催した。

2.2　プログラム内容

1日目はWIDEメンバーを対象とした研究会とし、ワー

クショップを中心としたプログラム構成とした。ワーク

ショップは\ブロックチェーン",\サイバーレンジ",そして、

大規模ネットワーク実験環境の\StarBED"の３つの帯で開

催され、その他にBoF枠としてCloud BoFが催された。2日

目はWIDE内外の参加者による、ライトニングトークを通

じての実験・開発活動の紹介の場を設けた。

両日共に講演の機会を設け、貴重な話を伺うことが出来

た。講演タイトルを表1に示す。

2.3　まとめ

開催地が北陸と関東圏から遠方であったのと、1日目が金

曜日であった事等から、学生の参加が少ない結果となっ

た。ブロックチェーンを始めとしたワークショップについ

ては好評であり、活動を活性化する意味では9月合宿との

連動開催に期待がかかる結果となった。

第３章　2019年秋WIDE合宿のワークショップ報告

2019年9月合宿は、企業、大学、研究機関で活躍する人々

が集い、技術を中核としたさまざまな議論を集中的に行う

ことで、新しい価値とこれからの指針を発見する機会にし

た。そのため、実践的な複数のテーマ別でハンズオンワー

クショップを開催し、実際に手を動かしながら、その技術

テーマごとに未来の話をした。ワークショップのテーマは

以下の通りである。

9月10日 - 11日

· ブロックチェーン（講師：慶應義塾大学 阿部涼介氏）

· セキュリティ研究開発ハッカソン（講師：NICT 横山輝明

氏）

9月11日 - 12日

· ネットワーク運用（講師：東京大学 関谷勇司氏、山本成一

氏、石原知洋氏、空閑洋平氏）

· 量子コンピュータ（講師：慶應義塾大学 Rod Van Meter

氏、佐藤貴彦氏、松尾賢明氏、西尾真氏）

· 手作りルータ（講師：KDDI 川上秀彦氏、ヤマハ 深沢豪氏）

以下に、各ワークショップの様子を示す。

＊3 https://member.wide.ad.jp/wide-confidential/meeting/19may/

表1  2019年5月研究会講演情報

図1  ブロックチェーンWS
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図2  セキュリティ研究開発ハッカソン

図4  手作りルータWS

図3  ネットワーク運用WS

最後に、各ワークショップの内容をまとめたフライヤーを

添付する。
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